
昭和54年10月1白地877:ら議自水と緑と花のまち絞絞~.:.~沼

市政だより
人口の動き

9月 1日現在 前月比

数

男

女

帯世

人口計 6 5.0 9 1 +271 
3 1.3 3 8 + 131 
3 3.7 5 3 + 140 
1 8.4 9 1 + 59 
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、友好親善、ヘ

飛び立つ
上海・杭州・北京ヘ

待望の長崎 中国の航空路が実現しましたが、乙れ

を記念して大村市親善訪中国 (団長・戸島英二大村市

長〉一行 121名が9月26日、秋晴れの長崎空港を飛び

立ちました。

一行は、 上海・杭州 ・北京を回って中国の各界各層

の人々と交流を図り、 友好親善の成果を土産に10月3

日に長崎空港lζ帰る乙とになっています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/都書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

口〕豆小日は投ワ10月

十
月
七
日
は
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
投
票
日
で
す。

総
選
挙
は
国
政
を
左
右
す
る
重

要
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
一
人
ひ

と
り
が
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、

一
人
も
れ
な
く
き
れ
い
な
選
挙
を

1ν

古
?
し
ょ
・
っ
。

ー-'-

の

ーーーーー

裏

か
:け

る
;ゆ

め
F
i
j
i
-
-

一

明

日

の

く
i

ら
J
U
に

時

ま
た
、
総
選
挙
と
同
時
に
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

午後 6

投
書E

所

入

場

券

時

投
票
所
入
場
券
は
九
月
二
十
二

日
に
発
送
し
ま
し
た
。

投
票
所
に
は
必
ず
入
場
券
そ
持

っ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
お
近
く
の
出
張
所
へ
お
問
合

せ
下
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
住
所
を
移
動
さ

れ
た
人
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投

票
で
き
ま
せ
ん
。
入
場
券
を
よ
く

確
め
て
投
票
所
へ
お
い
で
下
さ
い

7 目U午

書正投
きし票
まく用
しハ紙
よツ{こ

うすは

と

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
次
の
よ

う
な
投
票
は
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

〔
衆
議
院
議
員
総
選
挙
〕

①
正
規
の
投
票
用
紙
を
使
つ
て
な

い
・
も
の

②
候
補
者
で
な
い
人
や
候
補
者
と

な
る
乙
と
が
で
き
な
い
人
の
氏

名
を
書
い
た
も
の

③
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の
氏
名

を
書
い
た
も
の

④
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、

余
計

な
乙
と
を
書
い
た
も
の
(
敬
称

.
身
分
・
職
業
な
ど
を
書
い
た

も
の
は
有
効
)

⑤
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
ハ
ツ

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

キ
り
し
な
い
も
の

@
候
補
者
の
氏
名
を
自
署
し
な
い

も
の

〔最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
〕

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う

裁
判
官
に

つ
い
て
は
・、
そ
の
氏
名

の
上
の
欄
に
×
を
書
い
て
下
さ
い

ま
た
、
や
め
さ
せ
な
く
て
よ
い

と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
書
か
な

い
で
下
さ
い
。

O
印
や
ム
印
な
古
余
計
な
こ
と

を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

代

理

投

富
市

字
を
知
ら
な
い
人
や
ケ
ガ
を
し

て
字
が
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所

で
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
理
投
票

(
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代

っ
て
書
く
〉
を
す
る
乙
と
が
で
き

ま
す
。

…
占
…

...... 
十

投

票

目
が
見
え
な
い
人
で
点
字
投
票

を
す
る
人
は
、

投
票
所
で
お
申
し

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

出
下
さ
い
。

…

選

…

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
公

報
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
審
査
公
報
は
も
う
届
き
ま
し

た
か
。も
し
、
ま
だ
届
い
て
な
い
世
帯

が
あ
れ
ば
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
お
近
く
の
出
張
所
へ

ど
連
絡
下
さ
い
。

挙

公

報

一
投
票
日
に
サ
イ
レ
ン
…

十
月
七
日
の
投
票
日
の
投
票
開

始
時
刻
の
午
前
七
時
に
サ
イ
レ
ン

を
一

分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

開 i

吉
宗

開
票
は
市
民
体
育
館
で
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
始
め
ま
す
。

郵
i不便

j在に
よ
者る

:投

票

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
郵
便
投
票
を
さ

れ
る
人
は
十
月
三
日
ま
で
に
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

一

不

一

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投

票
で
き
な
い
人
は
、
十
月
六
日
午

後
五
時
ま
で
に
不
在
者
投
票
を
行

っ
て
下
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由
な

ど
詳
し
い
乙
と
は
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

…
投
票
所
が
一
部
変
更

今
回
の
選
挙
に
限
り
、
一

部
の

地
区
の
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

投
票
所
に
お
出
か
け
の
と
き
は

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所

名
を
お
確
め
の
う
え
、
お
間
違
え

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
所
変
更
地
区
(
町
内
名
)

岩
舟
、
日
向
平
、
本
小
路
、
上

小
路
、
池
ノ
坊
、
須
田
ノ
木
、

片
町
第
一
、
片
町
第
二
、
岩
舟

住
宅
、
草
場

新
し
い
投
票
所
名

市
役
所
第
二
会
議
室

在

者

富
市

投

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



※ 

自
転
車
は

昭和54年10月1日
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力
ギ
と
名
前
が

苦
情
な
く
し
て

明

る

行
政
相
談
週
間

十
月
十
四
日

t
二
十
日
ま
で
全

国
い
っ
せ
い
に
「
行
政
相
談
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
員
は

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
国
(
公
社

公
団
を
含
む
)
や
県
・
市
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

。
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

りおおむ市政だより(3) 

い
生

活 よ
い
見
張

全
国
防
犯
運
動

m
月
日
日

t
m
日

10 

月

刊

日

1
羽

田

。
不
親
切
な
扱
い
を
・
つ
け
た

。
納
得
で
き
な
い

。
手
続
き
な
ど
が
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

。
乙
う
や
っ
て
ほ
し
い

な
ど
、
苦
情
や
相
談
や
意
見
が

あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

、。取
扱
い
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

秘
密
に
し
た
い
人
は
希
望
に
そ
う

よ
う
に
し
・ま
す
。

@
定
例
相
談
日

十
月
十
一
日

午
前
九
時
三
十

分

t
正
午

市
民
相
談
室

①
巡
回
相
談
日

。
十
月
十
五
日

午
前
九
時
三
十

分
J
正
午

中
地
区
公
民
館

。
十
月
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

l
正
午

竹
松
出
張
所

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

制
度
改
正
の
、
か
し
ら
せ

県
で
は
昭
和
四
十
五
年
二
月
一

日
か
ら
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人

や
知
恵
お
く
れ
の
子
供
を
扶
養
し

て
い
る
人
に
万
一
の
こ
と
が
生
じ

た
場
合
に
、
そ
の
残
さ
れ
た
人
や

子
供
の
生
活
の
不
安
を
な
く
す
た

め
に
扶
養
共
済
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
乙
の
制
度
が
一

部
改
正
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
制
度
改
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
改
正
点

①
四
十
五
歳
ま
で
し
か
加
入
で
き

な
か
っ
た
が
、
六
十
五
歳
未
満

ま
で
加
入
で
き
る
こ
と

②
一
口
だ
け
し
か
加
入
で
き
な
か

っ
た
が
、
二
口
ま
で
加
入
で
き

る
乙
、
と

実
施
時
期
昭
和
五
十
五
年
一
月

一
日
(
予
定
)

加
入
資
格

①
現
在
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人

や
知
恵
お
く
れ
の
子
供
を
扶
養

し
て
い
る
人
で
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人

②
六
十
五
歳
未
満
の
人

一国
保
相
談

ご

存

じ

国
民
健
康
保
険
税
は

納
期
内
に
納
め
て
い

ま
す
か
?

@
国
保
税
は
大
切
な
財
源
で
す

国
保
は
、
み
ん
な
が
出
し
あ

っ
た
お
金
(
国
保
税
)
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
本
市
の
国
保
は
火
の

車
で
す
。
皆
さ
ん
が
使
う
医
療

費
は
国
保
税
だ
け
で
は
足
り
ず

国
の
補
助
を
加
え
て
や
っ
と
支

払
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
あ

な
た
の
支
払
う
国
保
税
が
な
け

れ
ば
本
市
の
国
保
は
運
営
し
て

行
け
ま
せ
ん
。

@
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
は

あ
な
た
の
義
務
で
す

国
保
税
は
七
月
、
九
月
、
十

③
加
入
し
よ
う
と
す
る
人
が
現
在

健
康
な
状
態
に
あ
る
こ
と

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

で

す

か
月
、
十
一
月
、
一
月
、
三
月
の

六
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
納
付
が
遅
れ
ま
す

と
延
滞
金
が
課
さ
れ
た
り
、
滞

納
処
分
を
受
け
る
乙
と
に
な
り

ま
す
。
更
に
滞
納
が
続
け
ば
、

他
の
加
入
者
に
余
分
な
負
担
を

負
わ
せ
た
り
、
ま
た
、
納
付
率

が
低
い
と
国
の
補
助
金
が
減
ら

さ
れ
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
、
必
ず
納
期
内
に

納
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
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よ

最
近
、
電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に

違
反
広
告
物
が
は
ん
乱
し
て
い
ま

す。
乙
れ
ら
は
街
の
美
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
皆
さ
ん
に

危
害
を
及
ぼ
し
た
り
し
ま
す
。

そ
乙
で
県
で
は
違
反
広
告
物
の

掲
出
者
に
対
し
、
警
告
、
除
去
、

呼
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
次
の

点
を
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

-
許
可
を

1
1
1
1
1
1
1
l
J

r
|
受
廿
て
い
ま
す
か

l
l
l

都
市
計
画
区
域
な
ど
県
で
定
め

た
許
可
地
域
に
屋
外
広
告
物
を
掲

出
す
る
と
き
は
、
一
般
に
自
家
広

告
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
な
ど

を
除
い
て
、
す
べ
て
お
近
く
の
土

木
事
業
所
な
ど
で
許
可
を
受
け
て

下
さ
い
。

-
禁
止
物
件
に

I
l
l
1
1
1
J

r
l
E
掲
出
し
て
い
ま
せ
ん
か

L

学
校
、
公
園
、
街
路
樹
、
電
柱

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
広
告
物

の
掲
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

10/15-10/24 屋外広告物指導強調旬間

?ilま盃癒盛摺FLEJ司園寵t
ι‘ 

1英語葬軍主議議斡}
?今年も、あなたの白戸p
f、正義と勇気、の i 
?赤い羽根を……。(

※ 

両
隣
互
い
に
か
け
あ
う

口
一
日
て
け
引
U

道
路
法
、
道
路
交
通
法
に
よ
り

道
路
の
維
持
管
理
、
交
通
保
安
の

た
め
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
今
回
の
旬
間
中
は
悪
質
広
告
物

及
び
掲
出
者
を
重
点
的
に
厳
し

く
取
締
り
ま
す
。

あ
な
た
の
職
場
に

経
験
豊
か
な
中
高
年
齢
者
を

叩

月

は

促

進

月

間

労
働
省
で
は
、
十
月
を
「
中
高

年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
し
て

雇
用
の
促
進
に
よ
り
職
業
の
安
定

を
図
り
、
充
実
し
た
職
業
生
活
を

営
み
う
る
運
動
を
展
開
し
、
事
業

主
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

特
に
今
年
度
は
、
単
に
離
職
者

の
発
生
を
防
止
す
る
乙
と
だ
け
で

な
く
、
積
極
的
に
一
用
の
機
会
を

開
発
し
、
中
高
年
齢
者
の
再
就
職

の
促
進
の
た
め
画
期
的
と
言
わ
れ

る
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
雇
用

開
発
、
す
な
わ
ち
十
万
人
の
雇
用

創
出
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す

次
の
よ
う
な
援
護
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
業
主
各
位
の
ど
協

力
を
お
願
し
ま
す
。

〔
雇
用
開
発
給
付
金
〕

乙
の
制
度
は
、
公
共
職
業
安
定

所
の
紹
介
で
中
高
年
齢
者
(
四
十

声
と
力
ギ

五
歳

t
六
十
四
歳
)
を
採
用
し
た

事
業
主
ま
た
は
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
者
な
ど
で
、
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
申
込
み
を
し
て
い
る
高

年
齢
者
(
五
十
五
歳

t
六
十
四
歳
)

を
常
用
労
働
者
と
し
て
採
用
し
、

そ
の
雇
用
割
合
や
雇
用
者
数
を
高

め
た
事
業
主
に
支
給
す
る
も
の
で

す。〔
定
年
延
長
奨
励
金
〕

定
年
は
、
労
働
協
約
ま
た
は
就

業
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
定
年
年
齢
を
五
十

六
歳
以
上
に
引
上
げ
た
事
業
主
に

支
給
す
る
も
の
で
す
。

〔継
続
雇
用
奨
励
金
〕

定
年
到
達
者
(
定
年
年
齢
が
六

十
歳
以
上
)
を
引
続
き
雇
っ
た
と

き
、
ま
た
、
定
年
退
職
者
を
そ
の

退
職
日
の
翌
日
か
ら
七
日
以
内
に

再
び
常
用
労
働
者
と
し
て
採
用
し

一
年
以
上
雇
用
し
た
場
合
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
公
共
職
業
安
定

所
へ

指

定

日

に

お

届

け

し

ま

す

お

め

で

電

報

と

つ

忘
れ
た
り
、
遅
れ
て
は
何
に
も

な
り
ま
せ
ん
/

結
婚
式
や
誕
生
パ
ー
テ
ィ
へ
の

祝
電
。
十
日
前
か
ら
受
付
け
て
、

指
定
の
日
に
「
お
め
で
と
う
」
を

届
け
ま
す
。

そ
れ
に
、
三
目
前
ま
で
の
予
約

な
ら
百
五
十
円
割
引
き
に
な
り
ま

す
か
ら
、
い
っ
そ
う
お
得
で
す
。

(
大
村
電
報
電
話
局
)

一

就

業

構

造

ん

住

ん

で

い

る

十

五

歳

以

上

の

一

↑

こ

基

本

調

査

は

人

約

九

十

万

人

を

対

象

と

し

て

一

-

U

:
国

民

の

就

業

行

う

も

の

で

す

。

一

一

3

を
・
不
就
業
の
十
月
七
日
以
降
に
、
調
査
員
一

一

調

加

状

態

を

種

々

が

調

査

対

象

と

な

っ

た

世

帯

を

一

一

4
4

援
の
側
面
か
ら
お
訪
ね
し
て
調
査
票
の
記
入
を
一

一

基

氾

詳

細

に

と

ら

お

願

い

し

ま

す

の

で

、

よ

ろ

し

一

一

造

切

え

る

調

査

で

く

ど

協

力

下

さ

い

。

一

=
主
号

J

昭
和
三
十
一

一

一

q

-

室副
T

註

-

l

a

-

-
‘

-

-
4
A
C
年
以
来
、
す

d
4•• 

一

業

皆

で

に

八

回

実

汗

プ

ハ

〈

!
lず
且

…

就

施

さ

れ

て

き

P
U戸い
H
U
I
E』
一

一

ま

し

た

が

、

、

i
l
h
y
jし
]

一
本
年
十
月
一
日
現
在
で
九
回
目
「
閉
山
匂
ご
凶
庁
川
一

一
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

a

刊
町
川
)
〈
t

i

一

し

た

。

『

一

一

こ

の

調

査

は

、

全

国

の

全

世

ラ

H1qJH】一

一
帯
を
代
表
す
る
さ
つ
に
選
ば
れ

4
7

・Jfj
l
E
一

一
た
約
三
十
五
万
世
帯
に
、
ふ
だ

i
-
1
6

ご

全
国
防
犯
運
動

日
月
日
日

i
初
日
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中
小
企
業
経
営
者
の
方
へ 可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

退
職
金
共
済
制
度
に

力日

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は

中
小
企
業
に
お
け
る
国
の
唯
一
の

退
職
金
制
度
で
あ
り
、
従
業
員
の

定
着
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、
本
制

度
に
は
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り

ま
す
の
で
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

が
本
制
度
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お

りおおむ

一
市
内
を
離
れ
て
出
か
せ
ぎ

一
に
出
ら
れ
る
人
に
「
長
崎
県
出

一
か
せ
ぎ
共
済
制
度
」
が
あ
り
ま

↑
す
。

…
万
て
事
故
に
あ
っ
た
場
合

…
は
弔
慰
金
、
見
舞
金
な
ど
が
給

一
付
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て
出
か

一
せ
ぎ
が
で
き
る
よ
う
共
済
制
度

入

とF

を

す
す
め
し
ま
す
。

O
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
(
八
百
円

ー
一
万
円
)
で
将
来
多
額
の
退

職
金
を
確
実
に
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

O
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
・
確

実
で
す
。

O
退
職
金
に
は
国
の
補
助
金
が
つ

き
ま
す
。

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
一

年
未
満
居
住
す
る
市
町
村
を
…

離
れ
他
人
に
雇
わ
れ
て
働
く
一

い
わ
ゆ
る
出
か
せ
ぎ
者
一

会

費

一

年

間

で

五

百

円

-

※
詳
し
く
は
市
福
祉
課
へ
↑

出
か
せ
ぎ
共
済
制
度
に

加

入

し

ま

し

市政だより(5) 

よ

つ

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

O
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
を

低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お

掛
金
は
法
人
の
場
合
は
損
金
、

個
人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費

と
し
て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

つ
(鐘〉お祭り用浮立ドラ

物

願

失

バ」
八
月
十
五
日
、
西
大
村
青
年
団

で
精
霊
流
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

不
注
意
に
よ
り
タ
お
祭
り
用
浮
立

ド
ラ
(
鐘
)
'
を
紛
失
し
ま
し
た

も
し
、
お
気
づ
き
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
至
急
ご
一
報
下
さ

い
ま
す
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

紛
失
期
日
八
月
十
五
日
午
後
十

時
三
十
分
l
八
月
十
六
日
午
後

六
時
三
十
分
の
間

紛
失
場
所
松
山
町
馬
場
崎
精
霊

流
し
焼
場
付
近

お
祭
り
用
浮
立
ド

紛
失
物
概
要

ラ
(
鐘
)

連
絡
先
西
大
村
青
年
団
々
長
・

藤
崎
義
則
(
雷
②
i
四
二
二
五
)

ま
た
は
市
社
会
教
育
課
へ

にキ るにたは H いいの朝えし花花種 指 まる「の 「一一寸三
日夫、実で'しどあこま)花貌し乙 か，-..--，す歌秋う万 1 i五)，，1
く朝はしとかうられすの のく「なきお秋。二のえ葉 I~疋~I
アが尾よ思七な、を。歌とあま花ず萩な数よの 首野の集 I....'!i‘| 
サお花うわ草つスご に、さた 花のくふび野 」のおの I..L与|
ガはと。れにてスら な対が藤お 花され)に と花く山 川棚剛山 川戒
オ、い る入いキん つ(お袴みな )ば折咲 いをら上 |ロ主j
であう 方つるやに てつ) なで尾の七りき う詠)憶 聖、I1 1日す|
なのの もてのキな ーー - た の(の良 'fソ、|雪司
く夏が おいかヰつ 門FヤiT/:ユ/勾・・ る がよ歌一|回1..11
、vのス らたしヨパて l刊ξ メ1"，よ蜂必
ム朝ス れのらウ、 .~広三三 を りめ ま rn I~I 

とえtviO.--， 0で¥ー¥ UJ  川電コ|
fパ ~nノ議 1///\ v-' 1---1 

iζ いのに見 いた春 一¥Y Jr-弓吋P"， セ 有てキク
しう花なる年まのの y/h.にと:::0、心(ι叫.>λ何，r1 リ春力いヨゲ 」ーー
た心はりハ々すが七 0u'~~早足)ドノ 、のでまウ、 しJ
、が取っィ、。始草 ← ) ナ 七すすで } 
もけらつキ各 まに憶あとそ すし健た草ズ草。がはノレ ーー

のでずあシ地 りた良りめの一。き 康 かをナは 、なガ 宮ヨr
で、にりグで ととがまてよ方 たとゆきな、 キいオ 丘孟己
す自撮まな秋 もえ秋せ使う、 り長をざどー キか、 -
。然ろすどの いてのんうに秋 が寿食んの月 ヨとま i酬酬州側 3 
をうがが七 わ歌七。行七の あをベで七七 ウいた i 
大」「盛草 れに草山事草方 り祈て入種目 説わは J 
切と野んを てしを上はまは まる、れのに がれキ 三
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-
1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
三
年
三
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

一
月

i
二
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ

健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼

児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日

時

十

月

十

A
日
・
十
九
日

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
日
曜
当
番
医
の
変
更

十
月
の
日
曜
当
番
医
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

@
+
月
+
四
日

松
永
整
形
外
科

外
科
・
内
科
目
鴎
医
院

古
町
一
丁
目
電
③

l
一
二
三
四

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
犬
は、

毎
年
一
回
の
登
録

と
六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
受
け
さ
せ
て

下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料
登
録

二
千
円

注
射

七
百
円

注
射
済
票
三
百
円

〔
お
願
い
〕

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

ま
た
、
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ

る
犬
に
は
、
必
ず
口
輪
を
つ
け
て

つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
に
は

必
ず
首
輪
に
鑑
札
を
つ
け
て
下
さ

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
方
下
さ
い
。

マ
犬
の
避
妊
手
術
に
補
助
金

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
期
間
中

に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て

は
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

〔オ
ス
〕

手
術
料
四
千
円
ハ
飼

い
主
負
担
二
千
五
百
円
)

〔
メ
ス
〕

手
術
料
八
千
円

(飼

い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

た
だ
し
、
手
術
後
の
治
療
、
そ

の
他
は
実
費
が
必
要
で
す
。

希
望
者
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、

予
防
注
射
会
場
で
お
申
込
み
下
さ

ス

ポ

ー

ツ

-
第
2
回
市
民
野
球
大
会

日
時

十
月
二
十
一
日
(
日
)

場

所

野

球
場
・

補
助
グ
ラ
ウ
ジ

ド
ほ
か

参
加
資
格
町
内
単
位
ま
た
は
ク

ラ
プ
チ

I
ム
で
編
成
す
る
乙
と

(野
球
協
会
登
録
選
手
は
一
チ

ー
ム
三
人
ま
で
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
)

申

込

方

法

体
育
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
用
紙
で
申
込
む
乙
と

申
込
締
切
十
月
十
二
日

申
込
先

教
育
委
員
A
産

育
課

絹
合
せ
監
督
会
議
十
月
十
三
日

午
後
二
時
か
ら
第
二
会
議
室

主

催

大

村

市
野
球
協
会

市
教
育
委
員
会

後
援

講

，4， 
~ 

習

-
手
づ
く
り
お
や
つ
教
室

グ手
づ
く
り
の
お
や
つ

'
を
通

し
て
お
母
さ
ん
の
愛
情
を

/

そ
ん
な
願
い
か
ら

「手
づ
く
り

お
や
つ
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

期
間
十
月
十
七
日

1
十
二
月
十

九
日

(
毎
週
水
曜
日
、
午
前
十

時

1
正
午
、
十
回
)

場
所

中
央
公
民
館

定

員

三

十

人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
〉

講
師

管
理
栄
養
士

山
口
貞
子
先
生

申

込

先

中

央
公
民
館
ハ
久
原
郷

一
l
l

一
宮
②
|
四
三

二
一
)

犬の登録と狂犬病予防注射日程

月日 i 実施場所 |実施時間

1山 |市 役 所 10:00......15:00

今村公民館 ド0:3ト 11:00

溝陸 公 民 館 11:15......11: 30 
10/16 三浦出張所 13:00-13:30 

旧農協西i部支所 13:40......14:00 

|陰 平 下公民 館 14:10-14:30 

鈴 田出 張 所 10:40-11:00

10/17 岩松公民館 11:10......11:40 

上 久 原 公民館 13:30-14:10 

椎 池 公民 館 14:20-15:00 

10/181中地区住民センター 110:00......15:00

寿 古 公 民館 10:00-11:00 

福重出張所 11: 10-12: 00 

10/19 立 福寺ノイ ス停 13:00-13:30 

|富の原 公 民 館 13:50......14:50 

植松公民 館 15:00......15:50 

諏 訪公民 館 10:20-11:50
10/22 
池 田公 民 館 13:10......14:10

堺 町公民 館 14:20-14:50

東光 寺公 民館 11:15-11: 30 
1 n/9'-l 

l-i松原出張所 |立 :|武 留 路 公 民 館 114:10-14:3oi 

1川 竹松 出 張所 110:00-15:0oI 

i黒木パス終点 I10:00......10:15 I 

日未小学 校下 110:25......10:501

|久良原 公 民 館 lE:00-11:3oi 
10/251萱瀬 出 張所 ¥13:00-13:30|

!EELリ内分 校 下 i川臼拡削13:40ιω川川4刊ト川川0卜判0-13叶叶1臼3:55i 
j宮代公民 館 |川14:0閃5-14:斗40I 1 

i農 協 第 1支 所 114:5印0-1日5:20

1附 i大 村 保健 所 |川川1叩0:00......15:
※ 1臼2:00......1臼3:0叩0まで休憩

※ 

問
月
は
固
定
資
産
税
三
期
分
・
国
民
健
康
保
険
税
三
期
分
の
納
期
月
で
す
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※ 

耳

と

言

-
秋
季
慰
霊
祭

長
崎
県
殉
国
者
秋
季
慰
霊
祭
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

当
日
は
忠
霊
塔
周
辺
の

道
路
は
一
般
車
両
の
通
行
を
一
部

制
限
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場

所

長

崎

県
忠
霊
塔

※
参
拝
さ
れ
る
遺
族
の
方
の
遺
族

章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な

い
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福
祉

課
、
各
出
張
所
ま
た
は
遺
族
会

で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

…
登
記
相
談
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

一

日

時

十

月

十

二

日

午

前

一

九

時

三

十

分

t
正
午

l主主j

葉

の

相

談

日

-
第
伺
回
記
念

市
民
音
楽
祭

十
月
二
十
一
日
(
日
)

午
後
一
時
開
演

市
民
会
館
ホ

1
ル

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

大
村
市
文
化
協
会

後
援
市
、
市
教
育
委
員
会
ほ
か

入
場
料
二
百
円

出
演
部
門
・
団
体

〔
コ
ー
ラ
ス
〕
午
後
一
時

t

大
村
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
、
大

村
少
年
合
唱
団
、
ぱ
あ
ぷ
る
エ

コ
!
ズ
、
ユ
ン
ク
グ
ル
ッ

ペ
、

大
村
高
校
音
楽
部
、
カ
ト
レ
ア

コ
ー
ラ
ス
、
大
村
混
声
合
唱
団

〔邦
楽
〕
午
後
二
時
四
十
五
分

l

規
友
会
、
星
風
会
、

風
友
会
、

部
会
、
宮
城
会
、
若
水
会
、
筑

紫
会

〔
器
楽
〕
午
後
四
時

l
六
時
ま
で

日
時

主場
催所

法

律

相

談

一

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

十

月

十

八

日

午

前

一

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
↑

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

m月
初
日

(
土
)

大
村
ギ
タ

l
合
奏
団
、
パ
ー
ル

ハ
イ
ム
ギ
タ
l
ク
ラ
ブ
、
パ
ー

ル
ハ
ワ
イ
ア
ジ
ズ
、
向
陽
高
校

音
楽
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ

l
ズ、

大
村
ジ
ャ
ズ
研
究
会
、
大
村
音

楽
同
好
会
、
大
村
高
校
吹
奏
楽

部
※
詳
し
く
は
中
地
区
公
民
館

(雷

③
l
一
三
七
六
)
ま
た
は
社
会

教
育
課
へ

圏
第
河
回
大
村
市
珠
算

競
技
大
会
成
績

九
月
十
五
日
、
大
村
商
工
会
議

所
で
大
村
商
工
会
議
所
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

l
l団
体
総
合
|
|

〔
一
般
・
高
校
の
部
〕
①
諌
早
商

業
高
校
②
諌
早
商
業
高
校
③
商
工

会
議
所
塾

〔申
学
校
の
部
〕
①
中
村
塾
②
竹

松
塾
通
田
中
塾

〔
小
学
校
の
部
〕
①
③
③
と
も
中

村
塾
|
|
個
人
総
合
E
jt

こ
般
・
高
校
の
部
〕
①
山
内
礼

子
②
田
川
陽
子
、
原
口
順
子
③
佐

竹
圭
子
、
中
村
寿
美
子
、
田
中
千

鶴
子〔
申
学
校
の
部
〕
①
菊
田
朋
美
@

田
中
和
美
、
永
徳
屋
美
保
③
小
林

美
由
紀
、
松
尾
洋
子
、
村
田
由
美

(
小
学
校
の
部
〕
①
大
久
保
知
子

午
後
1
時
i
3時

②
与
田
明
美
、
田
中
ち
か
子
③
山

口
ゆ
か
り
、

富
永
弥
寿
子
、
寺
沢

ほ
な
み

そ

の

他

-
大
村
史
談
刊
号
刊
行

ド
ジ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
大

村
純
忠
の
臨
終
、
福
田
頼
蔵
の

日
記
抜
抄
、
長
月
庵
若
翁
考
、

幕
末
維
新
期
の
渡
辺
昇
、
兵
庫

港
に
お
け
る
大
村
藩
船
の
抑
留

事
件
、
会
津
人
と
大
村
人
と
の

縁
、
日
藩
窯
波
佐
見
の
大
窯
跡

を
探
訪
し
て
、
明
治
初
年
の
僧

の
聖
書
研
究
に
つ
い
て
、
戊
辰

の
役
大
村
藩
北
伐
軍
中
日
記
抄

中
尾
静
摩
目
録
、
松
林
飯
山
夫

人
に
つ
い
て
、
庭
忠
埜
の
碑
文

井
崎
浮
立
、
大
瀬
戸
町
方
面
史

跡
探
訪
記
、
大
村
の
今
昔
写
真

展
、
会
員
録
な
ど

内
F戸胃

合

頒
価

千
円

送
料
百
二
十
円

申
込
現
金
引
換
ま
た
は
振
替
、

現
金
書
留
を
ど
利
用
下
さ
い

申
込
先

市
立
史
料
館
内
大
村
史

談
会
(
武
部
郷
三
一
一
三
|

振
替
長
崎
三
九
二
)

福
祉
セ
ン
タ
ー

数
々
の
史
跡
に
恵
ま
れ
た
大
村
山

-

〉

こ

の

大

村

の

良

さ

を

再

発

見

し

H

.

接

相

ょ

う

と

い

う

も

の

で

す

。

る

ま

3

1

l

f

事

秋

の

一

目

、

自

然

と

人

と

の

~

倉

ガ

念

ふ

れ

あ

い

に

あ

な

た

も

参

加

し

日

で

我

記

ま

せ

ん

か

ノ

心

の

が

目

時

十

月

二

十

一

日

(

日

)

川

所

午

前

八

時

ス

タ

ー

ト

う

日

百

円

-〉

3
J

議

種

目

・

一

般

(

三

人

一

組

、

• 

3

日

一

会

一

ル

l
ト
四

t
六
コ

l
ス
)

リ

ノ

一

年

約

十

二

t
十
五
キ
ロ

五

回

一

青

・

家

族

会

τ五
人
一
組
、
一
一
日

ル
ー
ト
三
]
五
コ

l
ス
)
約

V

四

t
八
キ
ロ

γ
l
l市
民

の

夕

べ

I
l
l
-

申

込

先

青

年
会
議
所
事
務
局

ザ

~
「
ー
ー

l
i
l
i
-
-
I
l
l
l
-
(抗
出
津

一
丁
目
七
七

O
、

私
た
ち
自
ら
の
手
で
明
日
の
雷
②
!
六
三
九
一
)

~

大

村

の

ビ

ジ

ョ

ン

創

り

を

考

え

ゲ

-
今
里
広
記
氏

l
l
1
1
1
1
1・
.
H

-

る

乙

と

を

目

的

と

し

て

、

ス

ラ

一

一

一
イ
ド
や
絵
画
、
模
型
に
よ
り
大
「
1
記

念

講

演

|

|

|

L

川

・
・
村
の
歴
史
や
史
跡
を
知
り
、
ま
名
実
と
も
に
財
界
の
ト
ッ
プ
H

九
た
、
大
村
の
未
来
の
夢
を
措
き
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
今
里
広
記
氏
り

.
つ
つ
、
み
ん
な
で
語
り
合
う
と
に
、
今
日
ま
で
の
幅
広
い
活
躍

が

V

い

う

も

の

で

す

。

を

通

し

て

、

郷

土

大

村

に

対

す

d

v

日
時
十
月
二
十
日
(
土
)
る
考
え
、
識
見
を
未
来
の
展
望
い

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
の
上
に
立
っ
て
お
話
し
し
て
い
い

山

場

所

市

民

会

館

こ

f
p
t
「

。

へ

JIμ

ふ
I
H
A
-
C
」吋
d
J
G
J

・，

ャ

1
大
村
再
発
見

I
l
l
-
-」
日

時

十

月

二

十

七

日

(

土

)

ヤ
「
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ

ン

ゲ

し

午

後

六

時

か

ら

豊
か
な
自
然
と
古
い
歴
史

、

場

所

市

民

会

館
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(8) り

!募

J集

おおむ

-
読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
は
、
秋
の
読
書
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

在
住
者
)

一
般
社
会
人
(
市
内

題
名
は
自
由
(
読
書
感

想
、
読
書
生
活
、
そ
の
他
読
書

に
関
す
る
も
の
)

テ
ー
マ

原
稿
校
教

四
百
字
詰
五
枚
程
度

応
募
方
法

川
作
品
は
一
人
一
点
と
す
る

同
作
品
の
前
に
題
名
、
住
所
、
氏

名

(読
書
感
想
文
に
は
文
の
終

り
に
書
名
、
著
者
名
)
を
記
入

の
乙
と

例
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

※
優
れ
た
作
品
は
「
読
書
感
想
文

集
」
に
登
載
し
て
、
そ
の
文
集

な
ら
び
に
記
念
品
を
贈
呈
す
る

応
募
締
切
日
十
一
月
三
十
日

送
付
先
市
立
図
書
館

(武
部
郷

三
二
三
|
一
)

-
社
会
教
育
研
究
論
文

生
涯
教
育
の
理
念
が
普
及
さ
れ

る
に
つ
れ
、
社
会
教
育
に
対
す
る

関
心
は
日
に
日
に
た
か
ま
り
、
様

々
な
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
特
に
、
生
き
が
い

と
学
習
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
傾

向
は
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

全
日
本
社
会
教
育
連
合
会
で
は

こ
れ
ら
の

ρ

生
き
が
い
と
し
て
の

学
習
d

に
つ
い
て
の
個
人
の
実
践

団
体
の
活
動
、
ま
た
、
社
会
教
育

実
践
の
中
で
の
記
録
や
推
進
の
方

策
な
ど
の
研
究
論
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

課
題
生
き
が
い
と
し
て
の
学
習

ー
私
の
実
践

|
推
進
の
方
策

ー
地
域
・
職
場
の
中
で
の
活
動

応
募
規
定
・
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
十
五
枚
以
内
(
図
書
を
含
む
)

・
原
稿
に
は
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

職
名
(
肩
書
)
を
記
載
す
る
乙

と
-
応
募
原
稿
は
返
し
ま
せ
ん

応
募
締
切
十
一
月
十
日
(
当
日

消
印
有
効
V

送

り

先

樹
全
日
本
社
会
教
育
連

合
会
応
募
原
稿
係
(
一
T
一
0
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三
|

二

三

国

立

教

育
会
館
内
)

賞
〔
最
優
秀
〕
十
万
円
(
一
人
)

〔優
秀
)
一
万
円
(
五
人
)

雑
誌

「社
会
教
育
」

五
十

発
表

五
年
五
月
号
に
掲
載

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
第
引
回
発
明
創
意
工

夫
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

募
集
内
容

〔
職
域
一
般
〕
安
全
関
係
、
公
害

関
係
、
一
般
発
明
考
案

〔婦
人
一
般
〕
台
所
関
係
、
日
用

品
関
係
、
一
般
創
意
工
夫

〔
学
生
・
教
師〕

個
人
の
考
案
、

グ
ル
ー
プ
の
考
案
、
学
習
上
の

創
意
工
夫

資
格

県
内
在
住
者

申
込
応
募
者
は
所
定
の
申
込
書

に
発
明
工
夫
の
動
機
、
そ
の
特

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

岡

ト

ヤ

)

美
容
慰
問

マ

宮

オ

ル

十
枚

マ
岩
完

生
(
四
一

内
ミ
ヨ
(
諌
早
市
)
中
古
布

団

浜

町
)
ジ
ュ
ー
ス
六
十
缶

マ

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

一

一
香

典

返

し

)
敬

称

略

二

組

マ

日

本

専

売

公

社

大

村

大

村

音

楽

同
好
会

(
今
回
勝
則
一

マ
中
島
タ
ツ
エ
(
武
留
路
郷

・
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

営
業
所
H

タ
バ
コ
二
千
四
百
本
ほ
か
十
一
人
)
音
楽
演
奏
慰
問

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

て

夫

保

)

五

万

円

を

松

原

保

育

三

万

三

千

五

百

四

十

円

を

大

村

一
マ
ひ
ま
わ
り
保
育
園

(
久
原
郷

市

立

図

書

館

へ

一

一
マ
富
田
隆
雄
(
武
部
郷

・

亡

父

園

へ

子

供
の
家
ヘ

マ
岩
永
光
生

-
園
児
六
十
人
)
歌
踊
慰
問

マ
岩
元
清
二

(
植
松
住
宅
)

現

一

一
丑
雄
)
三
万
円

マ
福
田
安
義

一ー
}
般

ー?

?

一
敬

称

略

(

四
浜
町
)
ジ
ュ
ー
ス
九
十
本

マ
N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
H

代
子
ど
も
図
書
館
全
集
十

九

冊

一

一

(

弥

勤
寺
郷
・
亡
母
キ
チ
)
三

z

を
慈
恵
荘

へ

市

立

史

料

館

へ

一

一
万
円
マ
細
川
咲
枝
(
乾
馬
場

社

会

福

祉

事

業

費

へ

清

和

国

へ

浪
曲
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
六
巻

一

マ
鶴
田
謙
一
(
玖
島
郷
)

五

十

-

一
町
・
亡
母
ア
サ
ヨ
)
十
万
円
マ
第
五
次
予
備
自
衛
官
(
代
表

V
向
陽
高
校
華
道
ク
ラ
フ
(
木

マ

高
原
生
花
居
(
本
町
)
パ
ラ
号
油
絵
(
大
村
か
ら
見
た
原
爆
)
一

一

マ
中
島
タ
ツ
エ
(
武
留
路
郷

・
予
備
自
衛
官
三
等
陸
尉
平
岡
太

下
祐
子
ほ
か
十
五
人
)
生
花
慰

ほ
か
三
束
と
三
鉢

マ

新

生

ク

一

額

マ
川
原
汎
(泉
大
津
市
)
一

一

亡

夫
保

〉

二

十

万

円

郎

)

四

万

千

四

百

九

十

二

円

間

マ
マ
マ
美
容
室

(
代
表
吉

ラ
プ
(
代
表
有
吉
渉
)
パ
ス

タ

川
原
悠
々
俳
句
掛
軸

一
幅

一

徴
な
ど
、
出
願
中
の
も
の
は
図

面
を
添
付
し
て
、
そ
の
旨
を
記

入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
持
参
す

る
乙
と

応
募
締
切
日

十
月
三
十
一
日

申
込
先
発
明
協
会
長
崎
県
支
部

(
長
崎
市
文
教
町
二
|
五
長

崎
県
工
業
試
験
場
内

@
l
ニ
六
四
七
)

雷
長
崎

園
自
衛
官
(
各
種
)

V
幹
部
候
補
生
(
一

般

・
技
術
)

資
格
大
学
卒
業
者
(
来
春
卒
業

見
込
者
)
で
二
十
六
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間

十
月
二
十
七
日
ま
で

V
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科

大
学
校
学
生

資

格

高

校
卒
業
者
(
来
春
卒
業

見
込
者
)
で
二
十
一
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間
十
月
二
十
七
日
ま
で

V
ニ
等
陸
・
海
・
空
士

資
格

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
人

受
付
期
間
男
子
は
随
時
、
女
子

は
十
月
二
十
z

日
ま
で

※
詳
し
く
は
市
民
課
ま
た
は
募
集

事
務
所
(
向
湯
高
校
前
)
へ


	197910-1-p01
	197910-1-p02
	197910-1-p03-08

